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１．研究の目的

本研究では、LRTの導入が決定している堺市の｢東

西鉄軌道事業｣の候補路線を対象にして、沿道の施設

種別の調査と分析を行った。具体的には、図-1中の、

堺駅～堺東駅間の３路線である。その際には、導入後

に想定されるトランジットモール化を視野に入れている。

すなわち、事業の成立可能性や沿道への影響を予測

するための基礎情報を得ることを目的に、特に自動車

利用を必要とする施設を詳細に調査して、候補路線の

沿道に存在する施設数の計測を行っている。

２．施設種別調査の概要

平成18年10月中旬に、図-2に示す範囲において、沿道

両側のすべての施設（すべてのフロア）を調査し、「日本標

準産業分類」に従って、それぞれの種別コードを調査票に

記入する方法をとった。基本的には看板等を目視して種別

を推定したが、必要に応じて、聞き取り作業や、郵便受け・

図-1 堺市東西鉄軌道事業の候補路線

テナント表示板・

戸境パネル等の

確認も行ってい

る。なお、分類は

基本的には「２桁

コード」（中分類）

としたが、本研究

の目的に鑑み、

自動車に関連する施設については「３桁コード」（小分類）

によるものとした。

３．各ルートの業種構成比の算出（大分類による）

まず、各ルートの沿道施設の概況を知るために、大

分類による構成比を算出した結果を図-3に示す。ルー

トにより施設数に２倍程度の開きがあり、サービス業や、

卸・小売業を中心とするものの、ルートによる業種構成

の差違を把握することができた。

４．自動車関連の施設数の計測

分類表を検討し、「業務に必要」「搬出入に必要」「来

客にとって必要」の３つの観点から、分類ごとの「自動車

の必要性」を定めた。以下に、表-1の記載に沿って説明

する。

1)業務に必要：自動車がいわゆる「商売道具」であり不

可欠な業種＝◎、業務で自動車を利用する機会が多
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図-2 調査対象範囲

い業種＝○、とした。
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2)搬出入に必要：業務に用いる機材や商品の搬出入に自動車が必要とされ

る業種を○、運送業のように自動車を用いた運搬を行うことが、また卸売業の

ように商品の搬入・搬出が主な業務となる業種、および重量商品の小売業も

搬入に車が不可欠のため◎とした。なお、ガソリンスタンドは自動車を使わな

ければ業務が不可能と考えられるため「★」（特に必要不可欠）とした。

3)来客にとって必要：ガソリンスタンド・駐車場（客の車の乗り入れが前提とな

る）＝★、重量物の持ち帰りが必要＝◎、自動車利用が便利＝○、とした。

この設定により、ルートごとの施設数を計測すると、図-4に示すようになっ

た。大小路ルートは全施設数の多さに比べ、客が車利用を必要とする施設は

それほど多くない。これは、トランジットモール化を行って、自動車乗り入れを

制限する場合に、来客への影響は少ないことを意味する。一方、搬出入には

車が必要で、時間帯による乗り入れ可等を検討する必要があろう。なお、用

いた基準については、より厳密な検討が必要であると考えられる。

５．おわりに

施設床面積も算定中である。合意形成に加え、移転補償等も検討の俎上

にのせるならば、「数」だけでなく「面積」によるボリューム計測も必要となろう。

大小路ルートが主な想定ルートであることが明言され、意思決定のための情報としては時宜を逸したが、本研究は

LRT導入の実現可能性を検討するために必要な情報の、計量の方法論として一定の意義を持つと考えている。
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表-1 分類別施設数と自動車関連施設の設定

図-4 自動車関連のルート別施設数
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